
たったひとつの判断ミスが、命を左右する。

刻々と変化する患者の状態。バイタルサインや波形に潜む“真実”を読み解き、

優先順位を見極め、迅速に行動できるか。

クリティカルケアに求められるのは、“臨床判断能力”———

ランチョンセミナー2

第22回 日本クリティカルケア看護学会学術集会第22回 日本クリティカルケア看護学会学術集会
に出展いたします

本セミナーでは、自在に変化させることができるトレーニング用生体モニターを活用し、バイタルサイン
や波形情報をどのように読み取り、アセスメントから看護介入へとつなげていくかについて、具体的な
シミュレーションデザインを共有します。

日　時

会　場

座長・演者

演　者： 瀧澤　紘輝　先生
（神戸市病院機構　神戸市立西神戸医療センター）

中田　徹朗　先生（宝塚市立病院）座　長：

野島　敬祐　先生
（京都橘大学看護学部 /大学院看護学研究科）

2026年    6月27日（土）
12:10 - 13:10

第 5 会場
共催：株式会社京都科学

大阪公立大学 森之宮キャンパス

教育用生体情報モニタ　モニトレ 
京都科学ブースでは実際に新製品に触れていただけます。
是非お立ち寄りください !

展 示
（株）京都科学　事業開発本部　企画課
〒612-8388 
京都府京都市伏見区北寝小屋町15番地
TEL：(075) 605-2510　
E-mail：simsim@kyotokagaku.co.jp

お問い合わせ


